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５．看護学の発展に寄与するための研究能力を修得している。

３．地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していけ
る研究能力を身につけている。
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成績評価方法
(基準)

【到達目標１について】
・自己の研究疑問に関連する文献を収集し、論文抄読によるプレゼンテーションを行い研究課題の絞り込みを行う。
・論文指導教員等の指導およびゼミナールでの他の大学院生とのディスカッションを通して、同分野および関連分野に関わる自己の研究
疑問を検討し、それらに関連する文献も参考にしながら、自己の研究課題を決定していく。

【到達目標２について】
・絞り込んだ研究課題に関して、研究背景および研究目的を記述する。また、研究背景および研究目的については、ゼミナールでのプレ
ゼンテーションとディスカッションを行う。

【到達目標３について】
・研究目的を達成するための適切な研究方法を検討し、研究背景から研究方法までを記載した研究計画書を作成する。作成した研究計画
については、ゼミナールでのプレゼンテーションとディスカッションを行う。
・中間審査申請書類を作成する。
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1年次後期に中間審査を受審することが望ましい。
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形態

  小児看護学分野での特論・演習を踏まえ、同分野および関連分野に関わる研究課題を明確にするとともに、研究目的の明確
化や研究計画立案までに必要となる基礎的な研究遂行能力を養う。

１．自己の研究疑問に関する文献検討を行い、研究の背景を把握することができる。
２．自己の研究疑問に関する研究背景から、研究目的を明確にすることができる。
３．研究目的に沿った適切な研究方法を検討し、研究計画書を作成することができる。
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特に指定しない。
教科書

プレゼンテーション（50%）、研究計画書の作成（40%）、取組み状況（10％）
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臨床等で何気なく感じる疑問を研究疑問に発展させ、研究の第一歩を踏み出して下さい。
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